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私が担当している
某コミセンの
スマホ教室の
事例紹介です
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3人

3人

3人

生徒3人、講師1人の小人数体制
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AIの使い方

●ChatGPT・Gemini

●相談・文書作成

●ライブモード

「課題＆解決集」から選択してもらう①

②「AIで、絵、音楽、動画の作成」
テーマから選択してもらう
絵、音楽、動画の生成など

ぶ

AIで、作品づくりを楽しんでもらう
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参加者が選択

①「課題＆解決集」からテーマを選択してもらう
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「課題＆解決集」の見本１



「課題＆解決集」の見本２
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②「AIで、絵・音楽・動画の作成」テーマの例

暑中見舞いの作成
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補足）AIの入力
つぶやき入力（音声ダラダラ入力）を勧めています

入力

AIでよい答えを得るには、多くの情報を伝えることが大切
上手に話そうとすると、それが難しくなります。
思いつくままダラダラ長く話す方が良い答えが得られます

※実用上は、ライブモードより、通常モードを勧めています
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テキストは、A4 1枚にインフォグラフィックス化
AIで見やすく、わかりやすい1枚の教材を作成し配布
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AIを使った資料作りを振り返って（最後に）

今回の資料は、主にChatGPT Plusを使って作成しました。
最初は、PowerPointで編集できるスライドをAIに作ってもらおうと、ChatGPTや
Gemini、Gemini Notebookなどを試しましたが、現時点では思うような品質にはな
りませんでした。

そこで、1ページずつ内容を文字で作成し、それを「インフォグラフィックス化」し
て画像として仕上げる方法に切り替えました。この方法では、見やすくデザイン性
の高い資料を作ることができました。

一方で、AIの完成度は70〜80点くらいという印象です。文字が小さくなったり、説
明が長すぎたり、細かなニュアンスが伝わらなかったりするため、何度も修正を繰
り返しました。最後は、文字やイラストを追加するなど、人の手で仕上げています。

それでも、AIを使うメリットは非常に大きいと感じました。文章や構成、イラスト
まで短時間で作成できるため、資料作りの時間は大幅に短縮され、見た目の質も以
前より向上しました。
AIはまだ発展途上ですが、今後さらに進化すれば、資料作りはもっと楽になると思
います。AIは人に代わるものではなく、人のアイデアを形にする心強いパートナー
だと実感しました。これからも積極的に活用していきたいと思います。
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